

































































































































































































































































































































































これらの句のうち、第 1 句は下五を「蟻騒ぐ」と直して、また第 3 句






岡の記事によれば、黄霊芝が雲母に「入会」したのは、1955 年 5 月 24
日の「嶽水歓迎句会」以降ということになる。黄霊芝の句が『雲母』に








年 1 月号から 33（1958）年 9 月号までで、全て飯田蛇笏選の「春夏秋
冬」欄に掲載されている。掲載号と採られた句数は、昭和 31（1956）
年 1 月号～ 32 年 1 月号に毎号 2 句ずつ（ただし 10 月号 1 句、11 月号 3
句）、昭和 32（1957）年 3 月号 1 句、同年 6 月号 2 句、同年 7・8 月号





































































































































































うである。「俳句の運座」とは同年 6 月 24 日夜「国際ホテル」で開かれ
た「東早苗先生歓迎俳句会」のことと思われる。ここには東のほか 15
名が参加しているが、うち 12 名が呉建堂を始めとする台北歌壇のメン




が 5 句、末尾から二番目の黄霊芝が 4 句で、他は 2 ～ 3 句ずつであった。

















































































































『七彩』1971 年 3 月号の「台北支部」欄には同年 11 月に刊行された『台
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（117）
北俳句集　1』の投句者 25 名の内、会長の黄霊芝を含めて 17 名の名が
記載されている。また「台北支部」欄にないが、他の欄に投句が掲載さ
れている会員が 3 名いるので、全部で 20 名が『七彩』に投句していた















































































































































句集　25』（1995 年度の句集。1998 年 12 月刊行）まで出句しているの


























































1971 年 12 月号： 「飛火野集」2 人、「星炎集」11 人、「雑詠」16 人、
「台北支部」16 人。
1972 年 4 月号：「飛火野集」6 人、「雑詠」3 人
1972 年 7 月号：「飛火野集」3 人、「雑詠」なし。
1972 年 11 月号：「飛火野集」なし、「雑詠」2 人。
1973 年 4 月号、7 月号、10 月号：台北俳句会員の投句なし。









































ていたメンバーの一人であり、『七彩』1972 年 4 月号には「七彩十周年





























































































『台北俳句集　1』（1971 年 10 月）25 名
『台北俳句集　2』（1972 年 10 月）24 名
『台北俳句集　3』（1974 年 1 月）　29 名
『台北俳句集　4』（1975 年 1 月）　28 名
『台北俳句集　5』（1976 年 1 月）　25 名
『台北俳句集　6』（1977 年 1 月）　29 名
『台北俳句集　7』（1978 年 2 月）　30 名
『台北俳句集　8』（1979 年 2 月）　38 名
『台北俳句集　9』（1980 年 2 月）　47 名
















号 23330229、独立行政法人日本学術振興会、平成 23 年度～ 25 年度科学
研究費補助金（基盤研究 B）研究成果報告書（研究代表者　佐藤由美）、
2014 年 3 月、107―126 頁参照。
3 ）　陳培豊「《異心同体》の漢民族ナショナリズム――植民地解放後、台湾














































学」『一橋論叢』第 119 巻第 3 号、1998 年 3 月号、333―334 頁）。
18）　黄霊芝「そういえばそうかもねえ――ある日文台湾作家がいうのには」、















































33）　東早苗「九周年をかえりみて」『七彩』1971 年 12 月号。
34）　『七彩』1971 年 3 月号「巻頭言」。
35）　東早苗「一粒の種――台湾の俳句――」『七彩』1970 年 11 月号。
36）　巫永福「会員だより」『七彩』1971 年 3 月号。なお巫永福は『七彩』













40）　『七彩』1971 年 3 月号「あとがき」。
41）　高橋郁子「東早苗女史をお迎えして」『七彩』1974 年 2 月号。
42）　黄霊芝「あとがき・戦後の台湾俳句――日本語と漢語での――」『台北
俳句集　25』私家版、1998 年、148―149 頁。
43）　黄霊芝「台湾の俳句――その周辺ほか」『国文学』2005 年 9 月号、学燈
社、91―92 頁。
44）　ある台湾歌壇会員からの聞き取りによる。
45）　前掲黄霊芝「台湾の俳句――その周辺ほか」『国文学』2005 年 9 月号、
学燈社、92 頁。
附録：黄霊芝著作目録
　Ⅰ　『黄霊芝作品集』（色を変えた同一体裁、巻 8・17 を除く全 19 巻刊行済、 
　巻 16 以外は私家版）
巻 1　小説集（蟹・古稀・法・「金」の家） 1971 年 1 月 1 日
巻 2　詩集（俳句・短歌小説「蟇の恋」・詩）　アート紙使用
  1971 年 10 月 1 日
巻 3　小説集（紫陽花・喫茶店「青い鳥」） 1972 年 5 月 1 日
巻 4　評論・随筆・雑文 1973 年 7 月 1 日
巻 5　小説集（豚・床屋など 5 篇、仏文 5 篇） 1973 年 9 月 1 日
巻 6　詩集（和漢俳句・短歌・自由詩・短歌による史話の四部）
  1982 年 1 月 1 日初版
  1986 年 10 月 22 日再版
巻 7　論文・小説（玉器論 4 篇と「台湾玉賈傳」） 1983 年 3 月 1 日
巻 8　――読者を必要としないものを集め公表しない――
  刊行意図なし
巻 9　小説集（天中殺・蛇・毛虫など 9 篇） 1983 年 11 月 23 日
巻 10　魚・文と童話（錦鯉の専門誌・月刊『鱗光』に掲載）
  1984 年 2 月 1 日
巻 11　論集「中国の神話と伝説」と「鑑裁」2 篇 1984 年 7 月 4 日
巻 12　論集「探討日本之漢字簡化」と「鑑裁」2 篇 1986 年 4 月 15 日
巻 13　論集「台湾の演劇」・翻訳 1 篇・鑑裁 3 篇 1986 年 12 月 1 日
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巻 14　民話（旧話・再話・新話・故事・寓言） 1987 年 10 月 25 日
巻 15　詩集（句集『その後』・歌集『あの頃』） 1990 年 12 月 1 日
巻 16　『台湾俳句歳時記』（東京・言叢社）を充当 2003 年 4 月 15 日
巻 17　――美術作品集の予定―― 未刊行
巻 18　論集（『台北俳句集』あとがきと『黄霊芝作品集』抜粋による俳句論）
  2000 年 12 月 1 日
巻 19　小説集（董さん・仙桃の花・ユートピアなど 8 篇）
  2001 年 7 月 1 日
巻 20　詩集・句集『蝉三〇〇句』（蝉だけ詠んだ俳句 400 句以上収録）
  2003 年 12 月 31 日








  1986 年 10 月 22 日
（『黄霊芝作品集』巻 1・5・7・9 の小説の抜粋。末尾にあとがき的に「母のこ
と」）
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